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業績 
申請者はこれまでのデータ工学に関わる研究を分野にとらわれずに行ってきた．（文献のリファ
レンスは下記「主要な論文リスト」を参照されたい．）卒業研究から博士研究にかけて，ファセッ
ト検索を半構造データに応用する研究を行った [1,2,3]．その際に，[3]の論文が評価され，情報
処理学会山下記念研究賞を受賞した．加えて，博士論文の内容が評価され，筑波大学コンピュー
タサイエンス専攻長表彰を受賞した．同時期に，ファセット検索のさらなる応用可能性を模索す
るために，Twitter リストの検索 [4] や顔画像検索 [5] にもチャレンジした．[5] については，
筑波大学内のプロジェクトとして発起し，研究活動や成果が認められ，筑波大学コンピュータサ
イエンス専攻長表彰を受賞した．博士号取得後は，知識データの公開方法として注目を集める
Linked Open Data (LOD) の活用を中心テーマに研究を行ってきた [6,7,8]．LOD は異種情報ネ
ットワーク（HIN）の一種である．LOD に関する分析手法の提案 [6] は，国際会議 iiWAS 2015 
にて Best paper award を受賞した．同時期に，所属していたプロジェクトの研究として，デー
タ工学に関する研究成果（ストリームデータ処理，可視化，対話的検索など）の社会実装を行っ
た [9,10,11]．これらのシステムの一部は現在もフィールドである藤沢市やつくば市で稼働して
いる．これらの主要成果が示すように，申請者はデータ工学の様々な分野で研究成果を出してお
り．HIN に関する研究においても研究成果 [6,7,8,12,13]を上げている． 
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背景の補足：異種情報ネットワークとMeta-path 
Ø 異種情報ネットワーク (Heterogeneous Information  
Network, HIN) は，複数種類のオブジェクトから構成され
るネットワークである．図 1 に HIN の例を示す．図 1 で
は，人，スポーツ，場所，食事の 4 種類のオブジェクトが
含まれている．オブジェクト間に張られる辺はそれらの間
に関係があることを示す．例えば，人「A」と食事「ひつま
ぶし」には関係がある．この例では，「好物」の関係を表現
している． 

Ø Meta-pathはHIN上に定義されるオブジェクトの種類間
の関係の並びである．例えば，図 1 の例において，Meta-
path「人→スポーツ→人」は同じスポーツをする人の関係
を表現できる．Meta-path「人→食事→場所→食事→人」は
同じ場所で名物になっている食事が好物である人の関係を
表現できる．このような関係の記述から Meta-path はオブジェクト間の関連性の評価に利用
される [1,2,3]．オブジェクト間の関連性を評価することで，食事の推薦や友人の推薦など様々
なアプリケーションへの応用が可能となる． 

研究の内容の補足：研究のアプローチ手順 
オブジェクト同士の関連度からMeta-path を逆算する際に，どのような教師データがあれば実現
できるかを明らかにすることが重要な課題である．本研究では，教師データの質および量とMeta-
path を逆算する精度との関係を明らかにする． 
Ø 教師データの質：Meta-path を基に計算された関連度と同値を与えた場合に，あらゆるMeta-
path を試行することで正確な Meta-path が逆算できることが期待される．しかしながら，
Meta-path を基に計算された関連度をそのまま得られるという前提は現実的ではない．故に，
関連度の値にノイズを乗せた場合や，同関連度に基づく関連性ランキングが与えられた場合を
考えるほうが現実的である．本研究では，ノイズの大きさやランキングの入れ替えなどをコン
トロールし，教師データの質とMeta-path の逆算精度の関係を明らかにする． 

Ø 教師データの量：一般に，予測モデルを構築する際の教師データの量は多ければ多いほどよい
とされている．Meta-path の逆算においても，すべてのオブジェクト対についてMeta-path を
用いた関連度の正確な値を教師データとして用意すれば，Meta-path の逆算は確実にできる．
しかしながら，十分な数の関連度を，使用された Meta-path の知識なしに用意することは困
難である．故に，一定数間引いた教師データを仮定することが現実的である．本研究では，教
師データの数とMeta-path の逆算精度の関係を明らかにする． 

Ø 質と量の関係：本研究では，教師データの質および量について，独立に Meta-path 逆算精度
との関係性を明らかにするとともに，質と量を同時に変えたときの Meta-path 逆算の精度と
の関係性を明らかにする．これを実現することにより，人間が関連すると考えるオブジェクト
同士の組合せやその関連度から，その関連度を説明するような Meta-path を導出することが
可能となる．更に，導出した Meta-path を用いて他のオブジェクト同士の関連性を測ること
ができるようになる． 
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図 1：HIN の例 


